
【H25質問等項目】
照会・質問・要望項目 回答案

1 問19は、選択肢の中に「にこにこ広場」なども加えるべきでは。 問19に「にこにこ広場」「キッズパーク」等選択肢に加え調査実施しました。
2 問17の選択肢は、子育て広場のA型、C型を指すのでは。それならば多くの市内保育所が実施している。反映した方が良い。 問17に各園の子育て広場事業について、選択肢に加え調査実施しました。

3 問19に未就園児教室を入れることを検討願いたい
畑中保育園「すこやか」等、保育所で行っている子育て広場事業を加え、調査実施しま
した。

4 質問数が多い。「ついでに聞いておこう」では増えてしまう。
H30ニーズ調査において、質問内容は厳選し、H25当時の市独自の質問は、一部削除
も含め改めて検討したいと考えます。

5 子ども自身に希望を聞くことも必要なのではないか。 方法については検討していきたい。
6 子ども達の声については、幼稚園や保育園の先生を通じて拾ってみれば。 同上。

7 幼稚園や保育園の先生の声を聴くことも必要なのでは。

先生方の声を聴くことは可能ですが、施策への反映をどのように行うか議論が必要と
考えます。保育時間以外の子どもたちの過ごし方については、保護者各々の考え方も
あり、意見が相反した場合に調整が必要と考えます。一方、保育時間中の事であれ
ば、各園でそれぞれ特色を出し、処遇の向上策を考えていただければ良いと考えま
す。

8 妊婦への支援も大切になってきているのでは。 妊婦健診以外にも「母親学級」等、各種教室の開催など記載し調査実施しました。

9 「はぐはぐ」の利用頻度が少ない。
他の子育て新事業に比べて、一番高い利用頻度であり、市としては少ないとは認識し
ておりません。更なる利用者の増に努めていきたいと考えております。

10
各保育園や施設で行っている子育て支援事業の周知方法に悩みがある。市広報は1回/年しか行えない。保育園のひろばの一
覧とかが見られるサイトがあると良い。

H29現在、市ホームページで、全保育園掲載済みで、そこから各園のホームページに
リンクが張られており、行事予定の掲載もございます。(pdf）

11 就労希望者と87ページ掲載の「暮らし向き」のクロス集計もやってもらいたい。
H25当時はクロス集計は実施したものの、計画書には具体的記述は記載しませんでし
た。

【H29第3回会議にての質問等項目】
照会・質問・要望項目 回答案

1 5年間に新たに開始した子育て施策は。

【一例】
H26　青梅市子ども・子育て支援事業計画の策定
H27　交通機関利用児童通学費補助事業の実施
H28　子育てひろば(東青梅・河辺市民センター)開設
　　　　学童保育所における障害児定員の原則撤廃
　　　　小規模保育所開設
　　　　事業所内保育所開設
　　　　定期一時預かり事業開始
　　　　実費徴収にかかる補足給付の実施
H29　子育てひろば(下長淵自治会館)開設

　その他、保育所、学童保育所等施設整備および改修を行った結果、定数の拡大を図
りました。

2 前回のニーズ調査において市民からいただいた意見の中で、計画に反映出来たものは。 ※別途記載
3 女性就業率について現在の数値と将来の目標数値を調査票冒頭に記載できるか。 市として将来の目標数値は特段定めていないため、掲載は難しいと考えます。

4 調査票配布数（2,000件、1,000件)を変更する可能性はあるか。 周辺自治体の状況から、減じることはあっても、増やすことは考えにくいと考えます。

5 調査票見開きページに質問数を掲載した方が良いのでは。 掲載します。
6 設問の回答順を色別に。絵が描いてあれば良いのでは。 費用の関係で多色刷りは困難と考えます。挿絵につきましては、検討して参ります。

7 問22-1「子が病気になった際の保護者の対応」の設問。回答の選択肢の見直しは可能か。
選択肢から除外した場合、回答は「その他」に流れ問題が顕在化しない恐れがあると
の意見が会議において出され、議論した結果、選択肢は残すこととした。

8 上記で、選択肢から外せないのであれば、対策を明記すべきでは。 -

9 問49-2で訪問者から主任児童委員が除かれている理由は。

民生委員は、厚生労働大臣から委嘱され、「児童委員」を兼ねています。児童委員の
中の一部の児童委員は、児童に関することを専門的に担当する「主任児童委員」の指
名を受けているものであります。
市では、「主任児童委員」の方は、民生委員であり児童委員でもありますので、民生・
児童委員と同様に訪問していただいております。

10 10ページの「子ども家庭支援センター」の説明文について。

市民配布資料から「子ども家庭に関するあらゆる相談に総合的に対応する、且つ情報
提供および連携を行う」など。一方、「地域で、身近な、気軽にご相談を受ける子育て
支援センターに繋いでいただく」など、市民に分かりやすい表現に改めさせていただき
たいと考えております。

11 問16は保護者に「希望」を聞いているのか「予定」を聞いているのかわからない。(質問文に工夫を)
ニーズ調査報告書では明確に「希望」を伺っていることが確認できますが、調査時に誤
解を与えないよう、質問に工夫をしたいと考えております。
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